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は じ め に
フランシス・プーランク（Francis Poulenc, 1899−1963）とジョルジュ・
オーリック（George Auric, 1899−1983）は，1935年に劇作家のエドゥアー
ル・ブールデ（Edouard Bourdet, 1887−1945）の戯曲『王妃マルゴ』の舞台
音楽のために共にピエール・ド・ロンサール（Pierre de Ronsard, 1524−
1585）の詩に作曲した歌曲をそれぞれ一曲ずつ発表している。プーランクの
「ギターによせて」とオーリツクの「春」である。
本稿では，この 2曲に焦点をあてて詩と音楽のつながりを考察する。
I．王妃マルゴとロンサール，そして
20世紀初頭における劇付随音楽
ブールデの戯曲の主人公マルゴ王妃（Margueritte de France, 1553−1615）
は実在の人物である。アンリ 2世とカトリーヌ・ド・メディシスの娘マルグ
リット・ドゥ・フランスで，国王フランソワ 2世，次の国王シャルル 9世，
更にその次の国王となったアンリ 3世の兄弟である。マルゴは後のアンリ 4
１２７
世となる新教徒のアンリ・ドゥ・ナヴァールと，政略結婚をさせられている。
彼女は歴史に残る絶世の美女で，多くの恋人をもち，夫との間は不仲で後に長
く幽閉されたが，その一方で『回想録』や詩，書簡などを残して文人であっ
た（1）。
この王妃マルゴは，30年以上にも及ぶ宗教戦争の真っ只中にいた。『聖バル
テレミーの虐殺』（1572年）では，虐殺者側が母カトリーヌと弟シャルル 9
世であった。更にそこから激化した戦争に対してナントの勅令（1598年）を
発して一応のピリオドを打ったのが夫のアンリ 4世である。つまり彼女は新
教徒と旧教徒に挟まれた悲劇のヒロインであったのである。
このようなマルゴに，アレクサンドル・デュマ（Alexandre Dumas père,
1802−1870）が興味を持ったのも当然と言える。『三銃士』や『モンテ＝クリ
スト伯』で有名なデュマの原作「王妃マルゴ」（1845年）を，ブールデは脚本
化した。
更にここで注目したいのは，シャルル 9世の寵愛を受けて宮廷詩人として
名高かったロンサールが，ほぼマルゴと同世代の人物であったことである。
そしてロンサールも，旧教徒である王を擁護した『論説集』を 1562年に発
表して新教派から攻撃を受けて，1563年には『ジュネーヴの牧師どもの悪口
に答う』でペンによる戦いをしている。ロンサールは，この王妃マルゴと同じ
ように旧教徒と新教徒の間で苦悩していたと思えるのである。
ところでこの『王妃マルゴ』は，所謂オペラではない。
フランスでは 19世紀後半から，始めはイタリアオペラの影響を受けたもの
であったが，劇場で上演される音楽付きのオペレッタスタイルが流行し始め
る。その流れを汲んで，オペラとは違う幾つかのもっと軽い音楽付きのショー
が生まれるのである。その一つがヴァラエティーショーを上演する music-hall
である。歌あり，バレーダンスあり，アクロバットありの劇場スタイルのもの
がこれで，パリでは Moulin-Rouge, Casino de Paris 等で上演された（2）。
このヴァラエティーショーやオペレッタのための劇場が，夢幻劇，サーカ
ス，喜劇，恋愛劇，歌劇と言った，ジャンルは違っても全て音楽と関係のある
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スペクタクルの上演の場となっていた。
プーランクとオーリックがその一員であったいわゆる「6人組」の作曲家た
ちは，主義主張の一致というよりもむしろ楽しい遊び仲間だった。ジャン・コ
クトー（Jean Cocteau, 1889−1963）と共に，そういった出し物を見に，皆で
足繁く通っていたのである。
1921年に，6人組のうちの 5人（3）が協力して作成した『エッフェル塔の花
嫁たち』がシャンゼリゼ劇場で上演された時，コクトーは，「バレエ，いや芝
居，いやレヴュー，いや悲劇？ 其れも違う。古典悲劇と年忘れのレヴュー，
そしてギリシャのコロスとミュージック・ホールの出し物，それらの秘密の結
婚である」と雑誌ラ・ダンスの中で表現している（4）。
当時流行していたこれらの舞台の影響を受けて，しかも直接そのジャンルに
関わる作品を発表したのが，このプーランクやオーリックたち 6人組だった
のである。
ブールデの芝居は，大通りの演劇（Théâtre de Boulevard）と呼ばれた大
衆のためのものであった（5）。これを代表する女優としてイヴォンヌ・プラン
タン（Yvonne Printemps, 1894−1977）がいた。プランタンは 11歳でデビュ
ーして「オペレッタの女王」と言われていた。そしてこのブールデの芝居「王
妃マルゴ」を見事に演じたと言われている（6）。
プーランク（7）の「ギターによせて」とオーリックの「春」の 2曲は，『王妃
マルゴ』の舞台音楽として，1935年 11月 25日にパリのマリニー劇場（Théâ-
tre Marigny）で演奏され，共にプランタンに献呈されている（8）。
Ⅱ．歌曲としてのロンサールの詩
プーランクとオーリックそれぞれが選んだロンサールの 2つの詩には特に
目立った関連性はなく，これらの詩の直接的な比較は難しく思われるが，歌曲
の作曲スタイルの面から見ると類似点が幾つか見つかる。
以下にその点に留意して，音楽に直接関わる詩の分析をもとに音楽と詩の関
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係を考察してみたい。
プーランクが作曲に用いたロンサールの詩「ギターによせて」は，ロンサー
ルが 1550年に発表した『オード四部集』に収められた「ギターによせて」
（オード XIX）である。
‘A sa Guitare’ 「ギターによせて（9）」
Ma Guitare, je te chante, Au son de ton harmonie Ma Guitare, je te chante,
Par qui seul je déçois, Je refraichis ma chaleur, Par qui seul je déçois,
Je déçois, je romps, J’enchante. Ma chaleur, flamme infinie, Je déçois, je romps, j’enchante,
Les amours que je reçois. Naissante d’un beau maleur. Les amours que je reçois.
リフレイン 第 1詩節と同様にリフレイン
そもそも「オード」とは源はギリシャ語の「歌」で，音楽にのせて歌われる
のが目的の詩形の意味（10）である。プーランクは 1925年に作曲した『ロンサ
ールの 5つの歌』の 1番と 2番にも，この『オード四部集』から詩を選んで
いるので全部で 3編使っていることになる。
「ギターによせて」は，四行詩の 22節で 7音綴の等韻律である。歌謡の詩
節であるクープレ（couplet）から成り立っている。クープレ（11）とは，詩節の
長さには制限が無く，又律動も自由である。主にリュートの伴奏付きで，又は
無伴奏で，ともかく詠われるのが目的の詩である。ロンサールが特に音楽を意
識した詩の一つである。
プーランクは，この曲で全部で 88行の詩の中の第 1詩節 4行と第 3詩節 4
行の計 8行のみを採用している。そして第 1詩節の 4行目がリフレインとし
て繰り返されるために 5行詩となり，更にリフレイン付きのこの第 1詩節全
体は後半にもう一度繰り返されるため，1節，2節，1節（aba 形式）の 3部
で構成されていることになる。
1925年の『ロンサールの 5つの歌』では，全 5曲のうち，リフレインのあ
る曲は 1曲も存在しなかった。それと対照的にプーランクは 10年後のこの作
品では，リフレインをかなり意識していることになる。
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オーリックの作品に使われたロンサールの詩はどのようであろうか。
Printemps ‘Chanson’「シャンソン（12）」
Quand ce beau Printemps je voy, Le jour qui plus beau se fait, Il respand de toutes parts,
J’apperçoy, Nous refait Feux et dards,
Rajeunir la terre et l’onde, Plus bell et verde la terre, Et domte sous sa puissance
Et me semble que le jour, Et amour armé de traits Hommes, bestes et oyseaux
Et l’amour, Et d’attrait, Et les eaux,
Comme enfans naissent au monde. En nos coeur nous fait la guerre. Luy juront obéissance.
リフレイン，
A・・・
オーリックの「春」の詩は，原題がシャンソンで，1555年に発表された
『続恋愛詩歌集／マリーへの愛』から選ばれた。この詩は，22もの 6行詩節か
ら成る全 132行の長い詩である。オーリックはその始めの 3詩節のみを取り
上げ，その 3詩節目の後に第 1詩節目の最初の第 1行と第 2行をリフレイン
として加えて，更にその最後を母音〈ア〉のヴォカリーズで終わっている。
プーランクとオーリックの作品はそれぞれ長い詩の最初の部分のみの作曲
で，3部の構成を基本に考えられており，それにリフレイン部分を付けた歌曲
構成において強い類似点が見られる。
更に詩の内容においても，端的に言えば愛のテーマが共通している。その上
オーリックの使った詩では，韻律構成が 7, 3, 7, 7, 3, 7の形である。7音綴を
基本にしている点においてもプーランクの詩形と同じである。
そしてプーランクの詩がクープレなのに対して，オーリックの詩は源は吟遊
詩人によって謡われた恋愛詩の意味のシャンソンである。両者共に詠う事を強
く意識した詩形であることに違いはない。
以上の点から，これらの 2つの詩は，全く対照的な陰と陽の内容と印象を
与えながら，実は歌曲としての構成上のスタイルと，2人の作曲家の詩の扱い
方などに幾つかの類似点のあることがわかる。
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Ⅲ．プーランクの作品「ギターによせて」
とオーリックの作品「春」
プーランクの作品のテーマは，オーリックの作品にも共適している〈愛〉
と，もう一つタイトルにあるギターに象徴される〈音楽〉である。
前掲の『ロンサールの 5つの歌』では，たとえ音楽を表現する言葉が詩の
テキストの中に存在しても，あえてそれら音楽を意味する語を省き，むしろ全
体の音楽的な組曲としての構成を優先していた感があった。ところがこの作品
では，プーランクは始めから音楽そのものの表現を意図した詩を選択している
のである。苦い愛の痛みを物憂げにギターが奏でるイメージの詩である。プー
ランクの楽譜の最初に，〈メランコリックに〉とある。
詩のタイトル自体が「ギターによせて」で，そして歌手に「私のギターよ」
と何回も歌わせて，ギターのイメージの強い伴奏部に，ギターではなく〈ピア
ノ又はハープ〉をあてている。しかし楽譜上では，ギターの音色を表現したと
受け取ることのできる箇所が数箇所存在する。
まずピアノ又はハープ独奏による前奏部の特に 2小節目と 3小節目にある
ト音，イ音，変ロ音，ニ音，変ホ音，嬰へ音の 6音を，ハ音を響かせながら
両手で 3回アルペジオで奏でる箇所である。実質上はト短調の和声的音階と
【譜例Ⅰ】
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なるこのアルペジオは，ハープでもピアノでもないギターの響きを想定してい
ると思われる（13）
「ギターによせて」の曲全体の作曲法は，『ロンサールの 5つの歌』に比べ
て格段にシンプルである。ピアノ又はハープのパートは，特に詩の第 1詩節
にあたる部分は 4声の対位法で書かれている。
このギターの響きの即興的なスタイルのパートは，それとは全く対照的な対
位法による構築的なパートである各詩節部分を繋ぐ形で前後に配置されてい
る。
そしてプーランク自身が明記しているように曲想は，歌と伴奏部共に静か
で，全体を通して 2拍目が多くの場合強調される舞曲のサラバンド形式を思
わせる。この作曲スタイルは，以前取り上げたポール・デュカ（Paul Dukas,
1866−1935）の作品「ああ，ベラキュイユ（Bel Accueil）よ（14）」を彷彿とさ
せるものである。
一方，このロンサールの詩の特徴は，奇数韻律と，文が中ほどで半分に切れ
る区切り（césure）がほとんど各行にあることで，特に第 1詩節の 3行目
は，一つの文が 3つに分かれる 3部区切りの手法が使われていることであ
る。
では，ロンサールのこの詩の特徴は，作品にどのように反映されているので
あろうか。
この作品では，詩の 2行を一つの部分と考えて，メロディが 4小節ごとに
終止するように構成されている（15）。
まずテキストの始めの 2行に注目したい。
例えば 1行目の中ほどにくる区切りの語と最後の語は，2回とも e の母音
で終わっている。この e はフランス語では無音の e であるが，詩の場合に
は，語のなかにおいても，語の終わりにおいても，2つの子音の間にある場合
には数えられるため，1行目は 8音綴となる。それを考慮してこの作品では一
つの文が 4音綴ずつの 2部に分けられて，1つの小節に 4つの音が配される。
文の切れ目が毎回うまく小節の最後の音になるように構成されているのであ
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る。
ところがメロディ曲線は，ト音から高い方の変ロ音までの短三度音程と，そ
の変ロ音から低い方のヘ音までの 4度音程の狭い音域で，小刻みに上がり下
がりを繰り返しているために，韻律とは反対に各小節の最後でメロディ曲線が
終わらないようにあえてずらして配置されている。ここではあたかも 7と言
う奇数を意識したかのような構成である。
ト音に始まりト音で終止して，音調はト短調和声的音階又はト音のヒポドリ
ア旋法と考えられ，それに加えて臨時記号が付いたり消えたりするへ音の不安
定さが物憂げな曲想とよく合致している。
次の 10小節目と 11小節目は，3部区切りのある詩の 3行目の部分であ
る。ピアノ部は 10小節目全部で一つと考えられ，11小節目はその繰り返しで
ある。しかし歌のメロディは，一見変ロ音，ハ音，ニ音とイ音の 4音による
繰り返しに思われるが，実は音符の長さの違いを考慮に入れると，8つの音の
うち始めの 3つの音で一つ，次の 2つの音で一つ，その次の 3つの音で一つ
の合計 3つのメロディ曲線に分かれていることが解る。
詩の各行を常に 2小節単位の偶数で表現しながら，所々弱拍で始まる箇所
を差し込んで奇数の概念を同時に感じさせることに成功している。
1936年に発表された『ロカマドゥールの黒衣の聖母の連梼』の作品に同じ
手法を使った箇所が見つけられたので，ここに譜例Ⅲとして挙げておく。
【譜例Ⅱ】
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プーランクは『ロカマドゥールの黒衣の聖母の連梼』で始めて宗教の世界を
テーマとして取り上げコラールを作曲した。「この作品を境にプーランクの音
楽に対する美意識とスタイルがより深まり内省化していく（16）」と言われてい
る。プーランクは，しかしその直前のこの『ギターによせて』で既にその音楽
の完成度の高さの片鱗を見せているのである。
オーリックの作品の曲想は全く変わってテンポも速く，終止明るい近代のバ
レエのようなワルツである。
オーリックは，6人組のリーダー的存在であったとされるエリック・サティ
（Erik Satie, 1866−1925）によって 6人組の中で最も独創的で有望と見なさ
れ（17），又詩人のコクトーには「お気に入り」と呼ばれていた（18）。このコクト
ーの「お気に入り」は，コクトーの作品の舞台音楽，付随音楽，バレエ音楽，
映画音楽へと才能を発揮していく。この作品も，バレエ音楽『田園』（1925
年）を思い起こさせるのである。
まず前奏のピアノパートは，右手に一つのメロディが表現されている。歌の
【譜例Ⅳ】
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メロディを予告するようなそのメロディが 1回終止して，更にまるで次の出
番のための幕間のような 2小節の間奏が 10小節目と 11小節目にあった後，
歌がピアノパートと同時に強拍から始まる。
曲全体の調性はイ長調の中に，5度音程のホ長調とその並行調の嬰ハ短調が
見え隠れしている。
次に歌のパートの分析に進みたい。
この詩は，珍しい 7と 3の奇数音綴であった。オーリックは始めの 7音綴
と 3音綴の 1行と 2行を併せて 4小節で終わる形にしている。次の 3行目は
7音綴のみで次の 4小節全てをあて，更にその次の 4小節には，次の 4行目と
5行目の 7音綴と 3音綴をあてている。そして詩節の最後の 6行目は 7音綴
だけで 4小節ほどをついやし，最後は強拍部に終止音が来るようにして終わ
っている。
プーランクの詩と同じく 7音綴を基本にしてはいても，オーリックのこの
作品には奇数のシラブルの構想はなく，ほとんど全てを偶数のシラブルで捉え
ているようである。そして 12小節目から始まる歌のパートの 16小節目まで
はホ音のミクソリディア旋法を思わせる。
オーリックはこの美しいメロディがまず浮かんでからそれに詩のテキストを
充てたのではないかとさえ思わせる。例えば 12小節目のテキストでは 1行目
の quand はこれで 1音綴であるが，そこにオーリックは，上昇するメロディ
曲線にのせて 8分音符 2つと 4分音符 1つを充てている。次の 16小節目も同
じように a の母音一つに 3つの音を充てている。かなりの部分で，複数の音
符に其れよりもずっと少ない数のシラブルをあてている。またそれらの箇所は
【譜例Ⅴ】
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強拍音で，合計すると 2拍分の長さとなっているのも特徴的である。
プーランクのサラバンド形式とは反対に，同じ 3拍子のリズムでありなが
ら，1拍目が強い長音で 2拍目が弱いアルマンド風舞曲である。ピアノパート
はノンレガートに近い表情となる。ここにも跳躍しているバレリーナ達のイメ
ージがある。
ところが 15小節目と 23小節目の，テキストでは 2行目と 6行目のそれぞ
れ 3音綴の箇所と，そして 24小節目から始まる第 1詩節の最後の行となる 6
行目の 7音綴では，一つのシラブルに一つの音があてがわれている。リズム
も特に 24小節目では 4分音符の一拍が均等に置かれ，それまでと違うレシタ
ティーヴォ形式を取っており，その箇所に置かれた語がそれによって強調され
る。このスタイルはプーランクとは対照的に異なっている。
それから次の詩節である 32小節目からは，これまでとは対照的にメロディ
曲線が始めの音から下降する形を取っている。それと同時に連続する 4分音
符が表れるなど，全く曲想が変化している。特に 46小節目の，テキストでは
最後の行の「戦争」の語がこの曲の中で最も高い嬰ヘ音により強調されてい
る。
詩の内容が第 1詩節の春の喜びから，第 2詩節では愛のキューピッドに弓
を射られて恋に落ちる心情へと変化するところにオーリックの巧みな表現がみ
てとれる。
【譜例Ⅵ】
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終 わ り に
本稿では 1935年に発表されたプーランクとオーリックの 2人の作曲家の歌
曲作品をそれぞれ－曲ずつ取り上げた。
何故 20世紀初頭になってロンサールの詩を歌曲のテキストに選んだのかに
ついてと，更にマルゴ王妃との歴史的な繋がりにも言及してみた。
この付随音楽形式が，20世紀初頭からの music-hall スタイルの延長とし
て，コクトーに率いられる 6人組の音楽家たちの作曲活動を刺激したもので
あったことも推察される。
そして作品に選ばれたロンサールの 2つの詩の間に当初は関連がないと思
われたにも関わらず，歌曲の構成法としてリフレインの付け方，詩節の抜粋の
方法，3部形式，詩のテーマ，音綴数などに共通点があることが判明した。
詩の分析を考慮しながら楽曲分析をすると，2人の作曲家が，共に詩の内容
に巧く沿って曲想に変化を付けていることがわかる。更に韻律の音楽的表現法
である音律法にも細心の注意を払っていることが理解できる。
プーランクの奇数音綴表現には，偶数の中に奇数を盛り込む複雑で凝った表
現がある。オーリックの場合は，7と 3の 2行の音綴を 10と偶数に教えるこ
とができる。両者共にリズムの感覚が自由で独創的であることも感じとれる。
更に 16世紀の時代を意識したと思われる作曲法に関しては，プーランクの
作品ではサラバンド形式がとられ，一部にヒポドリア旋法が使われたのに対
し，オーリックの作品では，一部アルマンド形式がとられ，一部にミクソリデ
ィア旋法が使われた。
そして，この 2曲は同じ舞台で演奏されたので，観客のために変化に富ん
だ曲想を考えるのが当然であったと思われる。つまりこの 2つの曲は，多く
の共通点を含みながら，聴き手には曲想が全く対照的に聴こえるようになって
いることがわかるのである。
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注  篠田秀夫編，『岩波西洋人名辞典』，岩波書店，1956．と京大西洋史辞典編纂会
編，『新編 西洋史辞典』，東京創元社，1983．参照
 Alain REY，“Dictionnaire de la Culture Générale”，Dictionnaire Robert,
Paris, 1990．参照
 ルイ・デュレイを除くプーランク，オーリック，ミヨー，オネーゲルとタイユフ
ェールの 5人。
 アンリ・エル，『フランシス・プーランク』，村田健司訳，春秋社，1993, P. 85
引用
 Michel CORVIN，“Dictionnaire Encyclopédique du Théâtre”，Bordas, Paris,
1991．参照
 アンリ・エル『フランシス・プーランク』，村田健司訳，1993，同所．
 プーランクはこの『王妃マルゴ』の音楽のために他にやはり 16世紀から音楽家
のクロード・ジェルヴェーズにインスピレーションを受けて 3曲書いており，後
に器楽曲『フランス組曲』となる。
 Josiane MAS，“Centenaire George Auric-Francis Poulenc”，Centre d’étude du
XXe siècle Université de Monpellier, 1999, ‘Répertoire des œuvres musicales
de George Auric’ の項参照
 詩の大意は「私のギターよ，おまえに歌いかける，私の心は沈み破れそして魅了
されていると。お前の調子の良い響きによって，美しくもある不幸の始まりの，
私の恋の熱い炎が冷やされる。」尚本稿ではテキストの問題は省いている。
	 日本フランス語フランス文学会編，『フランス文学辞典』，白水社，1974，〈オー
ド〉の項参照

 ピエール・ド・ロンサール，『ロンサール詩集』，井上究一郎訳，岩波文庫，
1989，〈ロンサール小伝〉の項参照
 詩の大意は「この美しい春を見ると水や土が若返っているのに気づく。陽や愛も
子供が生まれるように生まれている。陽は自らと土をより美しく見せている。武
装したアモルが，愛の弓槍を撒き散らして私達に戦争を仕掛ける。人間や獣，烏
や水はその力に服従を誓う。」尚，2つの詩のテキストは共に楽譜に拠っている。
 他には，ピアノ又はハープによる伴奏部の 16小節目から始まるほぼ 3小節間に
渡るアルペジオ，同様に伴奏部の 24小節目と 25小節目のアルペジオ，最後の詩
節の終わりの箇所に当る 35小節目から 37小節目の間のアルペジオとその後に続
く 38小節目と 39小節目の伴奏独奏による後奏部の箇所であるが，本稿では 1例
を挙げるに留めておく。
 1924年のロンサールの生誕 400年を記念したルヴュ・ミュジカル誌ロンサール
特別号に発表された作品である。
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 但しリフレイン部は別である。
 Josiane MAS，“Centenaire George Auric-Francis Poulenc”，Centre d’étude du
XXe siècle, Université de Monpellier, 1999, ‘Les Litanies à la Vierge Noire de
Francis Poulenc’（Serge Gut）の項，p. 197引用
 同書，‘L’Ecole du Music-Hall selon Cocteau’（Ornella Volta）の項，p. 71引用
 Jean Cocteau, ‘à George Auric, le musicien que je préfère’, Carte blanche,
Paris, 1920.
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